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シランカップリング剤を用いたガラスの表面改質 
Surface modification of glass using silane coupling agent 

(材料国際高・材料研)　　材料はじめ，技術 正  
(Material Int’l High School, Material Research Institute)    Hajime N. Zairyo, Tadashi Gijutsu  

【緒言】シランカップリング剤による表面改質は無機表面に様々な性質を付与する事ができる。本発表で
は技術的課題を提起し，それらにむけた研究状況についての現況を示し，今後の展開について検討した。  

【実験】 シランカップリング剤の合成は以下のスキームに従い行った。シランカップリング剤による表
面改質はその実験過程に使用される装置も多岐に亘り周到な準備が必要である。ガラス表面での液体の接
触角は光学式接触角計を用い測定した。  

【結果】 表面改質したガラス上での水の接触角はカップリング剤の鎖長の増加に伴い変化した。  
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